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第一部【企業情報】
 

　第１【企業の概況】

 

１【主要な経営指標等の推移】

回次

第７７期

第３四半期

累計期間

第７７期

第３四半期

会計期間

第７６期

会計期間
自平成20年４月１日

至平成20年12月31日

自平成20年10月１日

至平成20年12月31日

自平成19年４月１日

至平成20年３月31日

売上高（千円） 8,153,665 3,392,235 10,491,786

経常利益（△は損失）（千円） △10,729 45,021 2,175

四半期(当期)純利益（千円） 6,332 41,769 15,559

持分法を適用した場合の投資利益(千

円)
- - -

資本金（千円） - 703,310 703,310

発行済株式総数（株） - 14,066,208 14,066,208

純資産額（千円） - 782,405 913,042

総資産額（千円） - 6,678,767 6,185,564

１株当たり純資産額（円） - 55.71 64.97

１株当たり四半期(当期)純利益金額

（円）
0.45 2.97 1.11

潜在株式調整後１株当たり四半期(当

期)純利益金額（円）
- - -

１株当たり配当額（円） - - -

自己資本比率（％） - 11.7 14.8

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
106,472 - 699,028

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△9,621 - △12,232

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△167,395 - △688,170

現金及び現金同等物の四半期末(期末)

残高（千円）
- 427,282 498,121

従業員数（人） - 48 49

　　(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移に
ついては、記載しておりません。

２． 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３． 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお
りません。
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　２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営む事業の

内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、当社の関係会社に異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1)   提出会社の状況

  

平成20年12月31日現在

従業員数（人） 48（4）

（注）　　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数

で記載しております。
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第２【事業の状況】
 
１【仕入及び販売の状況】

(1)   商品仕入実績

　当第３四半期会計期間の商品仕入実績を事業の部門別に示すと、次の通りであります。

事業部門別

当第３四半期会計期間

(自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日)

東京営業部（千円） 375,739

テキスタイル部（千円） 174,407

マテリアル部（千円） 1,008,768

リビング部（千円） 323,974

インテリア部（千円） 660,580

ファッション部（千円） 108,727

ホームアメニティ部（千円） 408,673

事業開発室（千円） 5,578

合計（千円） 3,066,449

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2)   販売実績

　当第３四半期会計期間の商品販売実績を事業の部門別に示すと、次の通りであります。

事業部門別

当第３四半期会計期間

(自　平成20年10月１日

至　平成20年12月31日)

東京営業部（千円） 369,119

テキスタイル部（千円） 169,860

マテリアル部（千円） 1,093,415

リビング部（千円） 379,098

インテリア部（千円） 797,836

ファッション部（千円） 133,969

ホームアメニティ部（千円） 442,203

事業開発室（千円） 6,731

合計（千円） 3,392,235

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

(1) 経営成績の分析

　当第３四半期におけるわが国経済は、サブプライムローン問題やリーマンブラザーズ破綻を背景とした金融市場

の混乱等世界経済の先行き不透明感や、それに伴う実体経済の急激な悪化、急速な円高傾向が企業収益を圧迫し、

雇用情勢及び個人消費は鈍化の一途を辿っております。

　このような状況の中、当社では新中期経営計画の初年度として「収益力の再構築」を第一義に「攻めの経営」へ

の転換を図るべく、東京市場の集中的攻略を始めとし、営業力・提案力の充実と、安定収益の確保に取り組んでま

いりました。その方針に従い積極的な受注活動を行った結果、寝装原料部門では計画を大幅に上回りました。また、

新規取引の実現もあり、今後に期待のもてる状況となるなど一定の成果をあげることが出来ました。しかしなが

ら、一般消費者の購買意欲減退に伴うインテリア商品を中心とした小売り段階の予想以上の不振により、全社的に

は当初予想の利益を確保することが出来ませんでした。その結果、当第３四半期会計期間においては、売上高33億

92百万円、営業利益65百万円、経常利益45百万円、四半期純利益41百万円となりました。

 

(2) 財政状態の分析

　当第３四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末の61億85百万円に比し４億93百万円増加し、66億78百万円

となりました。増加の主因は、商量の増加に伴い、受取手形及び売掛金の売上債権が７億16百万円増加したためで

あります。一方、負債合計は、前事業年度末の52億72百万円に比し６億23百万円増加し、58億96百万円となりまし

た。増加の主因は、売上債権の増加理由と同様に、支払手形及び買掛金の仕入債務が６億72百万円増加したためで

あります。また、純資産合計は、前事業年度末の９億13百万円に比し、１億30百万円減少し、７億82百万円となりま

した。減少の主因は、その他有価証券評価差額金が１億28百万円減少したためであります。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物の残高は４億27百万円となりました。

　当第３四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は３百万円となりました。主な要因は商量の増加に伴う売上債権の増加によるもの

であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は６百万円となりました。主な要因は子会社に対する貸付金が増加したことによる

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は32百万円となりました。主な要因は短期借入金の返済によるものであります。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

 

(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】
(1) 主要な設備の状況

　当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2) 設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】
 
１【株式等の状況】

 

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

 普通株式  20,000,000

計  20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
　　現在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

 普通株式  14,066,208 14,066,208
大阪証券取引所
市場第二部

－

計  14,066,208  14,066,208 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数（株
)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減
額（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

-  14,066,208- 703,310 -   138,353

 

(5)【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6)【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができませ

んので、直前の基準日である平成20年９月30日の株主名簿により記載しております。

 

①【発行済株式】   平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

普通株式 17,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,984,000 13,984 －

単元未満株式 普通株式 65,208 － －

発行済株式総数 14,066,208 － －

総株主の議決権 － 13,984 －

（注）「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式2,000株が含まれております。

また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数2個が含まれております。

　　　

 ②【自己株式等】    平成20年９月30日現在 

 
所有者の氏名又は名

称
所有者の住所

自己名義所
有株式数
（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

 

 カネヨウ株式会社
大阪市中央区淡路
町４丁目２－１５

17,000 － 17,000 0.12  

 計 － 17,000 － 17,000 0.12  

           
 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 95 81 76 70 63 48 42 47 31

最低（円） 55 67 59 54 45 33 20 17 26

(注) 最高・最低株価は大阪証券取引所市場第二部における株価におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】
 
１. 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府

令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２. 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間(平成20年10月１日から

平成20年12月31日まで)及び当第３四半期累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)に係る四

半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３. 四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項

により、当社では、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判

断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

 

資産基準　　　　　０．２％

売上高基準　　　　０．９％

利益基準　　　　　１．０％

利益剰余金基準　　１．１％

※　会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 427,282 498,121

受取手形及び売掛金 4,096,745 3,380,590

商品 1,032,307 1,110,888

その他 84,221 37,399

貸倒引当金 △24,226 △50,217

流動資産合計 5,616,330 4,976,783

固定資産

有形固定資産 *1
 577,239

*1
 582,533

無形固定資産 11,432 12,624

投資その他の資産 *2
 473,764

*2
 613,623

固定資産合計 1,062,437 1,208,781

資産合計 6,678,767 6,185,564

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,192,050 2,519,313

短期借入金 2,130,000 2,250,000

未払法人税等 1,136 3,259

賞与引当金 5,950 13,300

その他 292,417 182,742

流動負債合計 5,621,555 4,968,615

固定負債

長期借入金 12,500 50,000

役員退職慰労引当金 26,145 19,845

その他 236,162 234,061

固定負債合計 274,807 303,906

負債合計 5,896,362 5,272,521

純資産の部

株主資本

資本金 703,310 703,310

資本剰余金 138,353 138,353

利益剰余金 △114,978 △121,310

自己株式 △1,941 △1,557

株主資本合計 724,744 718,795

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △190,656 △61,861

繰延ヘッジ損益 △24,884 △17,092

土地再評価差額金 273,201 273,201

評価・換算差額等合計 57,661 194,247

純資産合計 782,405 913,042

負債純資産合計 6,678,767 6,185,564
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（２）【四半期損益計算書】
　　【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 8,153,665

売上原価 7,642,222

売上総利益 511,442

販売費及び一般管理費 *
 472,814

営業利益 38,627

営業外収益

受取利息 2,492

受取配当金 1,410

受取賃貸料 17,550

その他 304

営業外収益合計 21,756

営業外費用

支払利息 56,524

賃貸収入原価 13,928

その他 661

営業外費用合計 71,114

経常損失（△） △10,729

特別利益

貸倒引当金戻入額 17,812

特別利益合計 17,812

税引前四半期純利益 7,082

法人税、住民税及び事業税 750

法人税等調整額 －

法人税等合計 750

四半期純利益 6,332
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　　【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 3,392,235

売上原価 3,167,926

売上総利益 224,308

販売費及び一般管理費 *
 158,967

営業利益 65,341

営業外収益

受取利息 802

受取配当金 579

受取賃貸料 5,850

営業外収益合計 7,231

営業外費用

支払利息 22,327

賃貸収入原価 4,642

その他 580

営業外費用合計 27,551

経常利益 45,021

特別利益

貸倒引当金戻入額 △3,002

特別利益合計 △3,002

税引前四半期純利益 42,019

法人税、住民税及び事業税 250

法人税等調整額 －

法人税等合計 250

四半期純利益 41,769
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 7,082

減価償却費 7,812

無形固定資産償却費 3,009

長期前払費用償却額 1,527

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18,258

賞与引当金の増減額（△は減少） △7,350

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,300

受取利息及び受取配当金 △3,902

支払利息 56,524

売上債権の増減額（△は増加） △716,154

破産更生債権等の増減額（△は増加） 774

たな卸資産の増減額（△は増加） 78,581

仕入債務の増減額（△は減少） 672,736

その他 73,427

小計 162,111

利息及び配当金の受取額 3,793

利息の支払額 △58,493

法人税等の支払額 △938

営業活動によるキャッシュ・フロー 106,472

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,518

無形固定資産の取得による支出 △1,818

投資有価証券の取得による支出 △1,297

長期貸付金の回収による収入 728

その他 △4,715

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,621

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △120,000

長期借入金の返済による支出 △37,500

自己株式の取得による支出 △383

その他 △9,511

財務活動によるキャッシュ・フロー △167,395

現金及び現金同等物に係る換算差額 △294

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △70,839

現金及び現金同等物の期首残高 498,121

現金及び現金同等物の四半期末残高 *
 427,282
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 

当第３四半期累計期間

（自 平成20年４月１日

至 平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有する棚卸資産については、従来移動

平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期会

計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会

計基準第９号平成18年７月５日）が適用されたことに伴

い、移動平均法による原価法（貸借対照表価額については

収益性低下に基づく簿価切り下げの方法）により算定して

おります。これによる当第３四半期累計期間の営業利益、経

常損失及び税引前四半期純利益に与える影響はありませ

ん。

 
【簡便な会計処理】

 

当第３四半期累計期間

（自 平成20年４月１日

至 平成20年12月31日）

棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明ら

かなものについてのみ正味売却価格を見積もり、簿価の切

り下げを行う方法によっております。

 

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

*1.有形固定資産の減価償却累計額は440,980千円でありま

す。

*1.有形固定資産の減価償却累計額は433,168千円でありま

す。

*2.資産の額から直接控除している貸倒引当金の額

　　投資その他の資産　　45,760千円

*2.資産の額から直接控除している貸倒引当金の額

　　投資その他の資産　　38,027千円

 

（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日　　 至　平成20年12月31日)

*販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

通りであります。

給料・賞与 235,935千円

賞与引当金繰入額 5,950千円

役員退職慰労引当金繰入額 6,300千円

 

 
当第３四半期会計期間

(自　平成20年10月１日　　 至　平成20年12月31日)

EDINET提出書類

カネヨウ株式会社(E00551)

四半期報告書

14/18



*販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次の

通りであります。

給料・賞与 88,226千円

賞与引当金繰入額 5,950千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,100千円

 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日　　 至　平成20年12月31日)

* 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に記載されている科目の金額との関係

　(平成20年12月31日現在)　　　　　　　　　　　　　

現金及び預金　　　　 427,282千円

現金及び現金同等物　 427,282千円

 

（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期累計期間(自平成20年４月１日　至平成20年12月31日)
１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 14,066,208株

 

２．自己株式の種類及び総数

普通株式 21,134株

 

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

５．株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

EDINET提出書類

カネヨウ株式会社(E00551)

四半期報告書

15/18



(有価証券関係)

その他有価証券で時価のあるものが事業の運営において重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に比べて著しい変

動が認められます。

　その他有価証券で時価のあるもの

 当第３四半期会計期間末

（平成20年12月31日）

 

取得原価（千

円）

四半期貸借対

照表計上額

（千円）

差額

（千円）

   

株式 482,989 292,332 △190,656    

計 482,989 292,332 △190,656    

 

 

(デリバティブ取引関係)

　　当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

なお、為替予約取引についてはヘッジ会計を適用しておりますので注記の対象から除いております。　

 

(持分法損益等) 

　　当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）

　該当事項はありません。 
 

(ストック・オプション等関係) 

　　当第３四半期会計期間(自　平成20年10月１日　　 至　平成20年12月31日)

　該当事項はありません。

 

(企業結合等関係) 

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額
当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末
(平成20年３月31日)

１株当たり純資産額 55.71円１株当たり純資産額 64.97円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期累計期間

（自 平成20年４月１日　

　　至 平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間

（自 平成20年10月１日　

　　至 平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額

0.45円

１株当たり四半期純利益金額

2.97円

　　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

（注）1株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 当第３四半期累計期間

（自 平成20年４月１日　

　　至 平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間

（自 平成20年10月１日　

　　至 平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 6,332 41,769

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る四半期純利益（千円） 6,332 41,769

期中平均株式数（株） 14,049,963 14,047,907

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

(リース取引関係) 

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）

著しい変動がないため記載しておりません。

 

２【その他】

該当事項はありません。

 

 
第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

    

  平成21年２月13日

カネヨウ株式会社   

  取締役会　　御中  

  新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 

 
公認会計士 谷上　　和範　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 

 
公認会計士 前川　　英樹　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げら

れているカネヨウ株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの第７７期事業

年度の第３四半期会計期間（平成２０年１０月１日から平成２０年１２月３１日まで）及び第３

四半期累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日まで）に係る四半期財務諸表、

すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四

半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立

の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半

期レビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有す

る者等に対して実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監

査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、カネヨウ株式会社の平成２０年１２

月３１日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経

営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係
はない。

以　　上
（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半

期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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